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深層学習手法の一つであるオートエンコーダに性能改善を加えた検知アルゴリズムを用いた原子力発電所に

おける異常予兆検知システムの開発を進めている。本システムを導入するためのユーザインタフェース及び

機器構成について検討した。 
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1. 緒言 

原子力発電所において、大量のプロセスデータを収集しＡＩを用いて分析を行う異常予兆検知システムを

活用することで、日々の運転や健全性確認活動を支援してユーザの負担軽減をはかり、稼働率，保守性及び

安全性向上に貢献できる可能性がある。そのためには、発電所の円滑運転に貢献できるシステムとする必要

がある一方で、発電所のプロセスデータを取り扱うことからセキュリティについても考慮した構成とする必

要がある。本システムを原子力発電所に導入するためのユーザインタフェース及び機器構成について検討し

た。 

 

2. 実施内容 

2-1. ユーザインタフェース 

原子力発電所における異常予兆検知シ

ステムのユースケースとして「プラント運

転中の監視支援」「系統健全性の評価支援」

の２つを想定、それぞれに対応するユーザ

インタフェースの基本構成を検討、立案し

た（図 1）。 

2-2. 機器構成 

本システムは発電所のプロセスデータ

を取り扱うことから、2-1 で論じたユース

ケースにおける利便性に加え、セキュリティについても考慮した機器構成を検討、立案した。 

 

3. 結論 

異常予兆検知システムを原子力発電所へ導入するためのユーザインタフェース及び機器構成について検討

した。今後は、ユーザの意見を取り入れながら改良を行い、さらなる利便性の向上を図ることが重要である。 
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図 1：異常予兆検知システムの画面構成 
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